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は
じ
め
に

　

曰
佐
（
を
さ
）
は
外
国
語
の
通
訳
の
職
掌
が
姓
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
推
古
一
六
（
六
〇
八
）
年

九
月
一
一
日
条
に
は
奈
羅
訳
語
恵
明
が
、
持
統
九
（
六
九
五
）
年

閏
二
月
二
三
日
条
に
は
下
訳
語
諸
田
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ

か
の
史
料
に
散
見
さ
れ
る
楢
曰
佐
氏
・
下
曰
佐
氏
で
あ
る
。
ま
た
、

敏
達
天
皇
の
都
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
訳
語
田
」
の
幸
玉
宮
で

あ
っ
た
が
、『
古
事
記
』
で
は
「
他
田
宮
」
で
あ
り
、訳
語
田
を
「
を

さ
だ
」
と
訓
ず
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
、
通
訳
の
こ
と

を
「
を
さ
」
と
称
す
る
の
か
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
正
倉
院
文
書
に
も
い
く
人
か
の
曰
佐
が
み
え
、
重
要
な

情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
調
曰
佐
足
麻
呂
は
こ
の
表
記
（
造
東
大

寺
司
上
日
帳　

日
付
欠　

一
五
ー
一
三
三
（
1
））
の
ほ
か
、
天
平
勝
宝

二
（
七
五
〇
）
年
八
月
二
八
日
造
東
大
寺
司
解
案
（
丹
裹
文
書　

二
五
ー
一
三
二
）
に
は
調
行
足
麻
呂
と
あ
り
、
調
足
麻
呂
解
（
日

付
欠　

二
五
ー
三
〇
二
）
は
本
人
の
書
い
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
調
足
麻
呂
と
あ
る
。
前
二
者
が
姓
と
し
て
の
「
を
さ
」
を

表
記
し
た
ケ
ー
ス
、後
者
が
省
略
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
か
ら
、「
行
」

は
「
曰
佐
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
調
曰
佐
呰
麻
呂
や

錦
部
曰
佐
大
魚
も
調
行
、
錦
部
行
と
表
記
さ
れ
た
事
例
が
あ
る（

2
）。

曰
佐
は
も
う
ひ
と
つ
「
行
」
と
の
表
記
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

大
漢
和
辞
典
に
よ
る
と
、
行
（
行
人
）
と
は
賓
客
を
掌
る
官
で
あ

り
、
そ
の
意
味
・
用
法
に
由
来
し
て
、「
を
さ
」
を
「
行
」
と
表

記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
調
曰
佐
足
麻
呂
・
呰

　
　
　
　
曰
佐
集
団
と
秦
氏

鷺
　
　
森
　
　
浩
　
　
幸
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麻
呂
・
錦
部
曰
佐
大
魚
の
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
表
記
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
特
に
必

要
の
な
い
限
り
、
曰
佐
と
表
記
す
る
。

　

さ
て
、
曰
佐
が
通
訳
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
詳

細
な
あ
り
方
や
歴
史
的
位
置
づ
け
は
ま
だ
未
解
明
で
あ
る
と
い
え

る
。
曰
佐
に
つ
い
て
、
研
究
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、
お
お
む
ね

異
言
語
の
接
触
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ（

3
）、
よ
り
詳
細
な
検
討
は

太
田
亮
や
佐
伯
有
清
の
氏
族
や
氏
姓
に
関
す
る
包
括
的
な
研
究
の

な
か
で
行
わ
れ
た
も
の
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い（

4
）。
本
稿
は
、
通
訳
の

集
団
と
し
て
の
曰
佐
の
構
成
や
居
住
地
な
ど
、
氏
族
研
究
と
し
て

の
基
本
的
な
事
項
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

一　

曰
佐
お
よ
び
己
知

　

ま
ず
、
通
訳
を
職
掌
と
す
る
曰
佐
集
団
は
渡
来
人
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
出
自
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、
存
在
形
態

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
お
い
て
曰
佐
を
称
す
る
氏
族
は
表
Ⅰ
の
通

り
で
あ
る
。

（3）
に
関
し
て
、
末
使
主
は
同
じ
く
山
城
国
諸
蕃
百
済

に
「
出
レ
自
二
百
済
国
人
津
留
牙
使
主
一
也
」、

（5）
に
関
し
て
、
水

海
連
は
同
じ
く
河
内

国
諸
蕃
百
済
に
「
出

レ
自
二
百
済
国
人
努
理

使
主
一
也
」
と
あ
る
。

　

ま
ず
、

（1）
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。

当
該
の
曰
佐
氏
は
い

わ
ゆ
る
武
内
宿
祢
後

裔
氏
族
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
る
が
、
欽
明
天

皇
期
に
同
族
や
国
民

を
率
い
て
渡
来
し
た

と
あ
り
、
不
整
合
が

あ
る
。
太
田
亮
は
珍

勲
臣
や
同
族
四
人
を

武
内
宿
祢
の
後
裔
、

国
民
を
渡
来
人
と
し

て
、
こ
の
説
話
を
理

解
す
る
が
、
佐
伯
有

国と類別 氏　名 出　　自

1 山城国皇別 曰佐

紀朝臣同祖。武内宿祢之後也。欽明天皇御世　率同族
四人　国民卌五人帰化。天皇矜其遠来　勅珍勲臣　為
卌九人之訳。時人号曰訳氏。男諸石臣　次麻奈臣。是
近江国野洲郡曰佐。山代国相楽郡山村曰佐　大和国添
上郡曰佐等祖也。

2 大和国皇別 曰佐 紀朝臣同祖。武内宿祢之後也。
3 山城国諸蕃百済 木曰佐 末使主同祖。津留牙使主之後也。
4 河内国諸蕃漢 下曰佐 出自漢高祖男斉掉恵王肥之後也。
5 河内国諸蕃百済 調曰佐 水海連同祖。
6 河内国諸蕃百済 上曰佐 出自百済国人久爾能古使主也。

表Ⅰ　『新撰姓氏録』にみえる曰佐
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清
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
実
は
渡
来
人
で
、
後
次
的
に
武

内
宿
祢
後
裔
氏
族
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
も
と
の
居
住
地
に
関
す
る
記
載
は
な
い
が
、

（2）
〜

（5）
に
お
い

て
百
済
か
ら
の
渡
来
人
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

（1）
の
曰
佐

も
や
は
り
百
済
を
も
と
も
と
の
居
住
地
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
、
一
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
欽
明
元
（
五
四
〇
）
年
二
月
条
に
「
百
済
人
己

知
部
投
化
。
置
二
倭
国
添
上
郡
山
村
一
。
今
山
村
己
知
部
之
先
也
」

と
、
百
済
人
の
渡
来
の
記
事
が
あ
る
。
彼
ら
は
倭
国
添
上
郡
の
山

村
に
置
か
れ
山
村
己
知
部
と
称
し
た
。
太
田
亮
は
は
こ
の
記
事
を

上
記
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
の

（1）
と
結
び
つ
け
て
、
己
知
と
曰
佐
は

も
と
は
一
体
の
者
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
研
究
で

も
、
同
じ
く
楢
・
山
村
の
地
名
を
冠
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
両
者

は
お
そ
ら
く
意
識
的
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
堀
池
春
峰（

5
）は

曰
佐
お
よ
び
己
知
を
『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
六

年
五
月
条
（
後
掲
）
と
結
び
つ
け
て
、
高
句
麗
系
の
渡
来
人
と
推

測
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
白
井
伊
佐
牟（

6
）が
批
判
を
加
え
、
百

済
系
の
渡
来
人
と
し
た
が
、曰
佐
と
己
知
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
大
和
国
添
上
郡
の
郡
司
を
詳
細
に
検
討
し
た
藤
井
美
沙
子（

7
）

の
研
究
で
も
、
両
者
は
同
一
の
存
在
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
曰
佐
・
己
知
同
一
説
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

（1）
に
も
山

代
国
相
楽
郡
の
山
村
曰
佐
と
あ
り
、居
住
地
は
異
な
る
が
、「
山
村
」

の
地
名
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
己
知
部
と
さ
れ
る
点

は
問
題
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
山
村
己
知
部
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
氏
族
が

（1）
と
は
別
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
次

の
通
り
で
あ
る
。

　
　

大
和
国
諸
蕃
漢　

己
智　
　
　

出
レ
自
二
秦
太
子
胡
亥
一
也
。

　
　

大
和
国
諸
蕃
漢　

三
林
公　
　

己
智
同
祖
。諸
歯
王
之
後
也
。

　
　

大
和
国
諸
蕃
漢　

長
岡
忌
寸　

己
智
同
祖
。諸
歯
王
之
後
也
。

　
　

大
和
国
諸
蕃
漢　

山
村
忌
寸　

己
智
同
祖
。古
礼
公
之
後
也
。

　
　

大
和
国
諸
蕃
漢　

桜
田
連　
　

己
智
同
祖
。諸
歯
王
之
後
也
。

　

宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
七
月
一
五
日
に
楢
曰
佐
河
内
ら
が
長
岡

忌
寸
、山
村
許
智
大
足
ら
が
山
村
忌
寸
と
賜
姓
さ
れ
て
お
り
（『
続

日
本
紀
』
同
日
条
）、長
岡
忌
寸
、山
村
忌
寸
氏
は
も
と
は
楢
曰
佐
、

山
村
許
智
氏
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
秦
の
皇
帝
の
後
裔
と

称
す
る
氏
族
群
で
あ
り
、
明
ら
か
に
上
記
の
百
済
人
と
お
ぼ
し
き

曰
佐
氏
と
は
別
の
存
在
で
あ
る
。
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さ
て
、
己
知
（
己
智
・
許
知
・
許
智
な
ど
表
記
は
さ
ま
ざ
ま
）

に
は
す
で
に
先
学
の
研
究
が
あ
る（

8
）。
己
知
の
語
は
新
羅
人
の
名
の

末
尾
に
付
す
尊
称
で
あ
り
、
己
知
の
氏
族
群
は
秦
氏
と
同
じ
く
秦

の
始
皇
帝
を
始
祖
と
し
、
秦
氏
の
同
族
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
秦

氏
が
新
羅
系
の
渡
来
氏
族
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
共
通
認
識
と
い
っ

て
よ
く
、
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
己
智
の
氏
族
群
は
新
羅
系
の
渡

来
氏
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
百
済
人
で
は
な
い
。
己
知
が
新

羅
人
の
尊
称
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
百
済
系
の
渡
来

人
に
つ
く
の
は
不
自
然
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
は
何

ら
か
の
錯
誤
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
は

端
的
に
、
百
済
系
の
山
村
曰
佐
を
誤
っ
て
山
村
己
知
と
記
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
（
9
）。

（1）
で
は
、渡
来
人
の
後
裔
が
近
江
国
野
洲
郡
・

山
代
国
相
楽
郡
・
大
和
国
添
上
郡
の
曰
佐
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

山
代
国
相
楽
郡
の
山
村
曰
佐
と
さ
れ
る
の
は
や
や
問
題
が
残
る
で

あ
ろ
う
。
山
村
曰
佐
は
こ
こ
に
も
居
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
名
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
大
和
国
添
上
郡
の
山
村
に

由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
和
国
の
山
村
に
は
お
そ

ら
く
百
済
人
の
山
村
曰
佐
と
新
羅
人
の
山
村
己
知
の
両
者
が
居
住

し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が『
日
本
書
紀
』の
錯
誤
の
背
後
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
山
村
己
知
部
の
渡
来
記
事
が
百
済
系
の
曰
佐

集
団
の
渡
来
を
誤
っ
た
も
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
新
羅
系
の
山
村

己
知
氏
が
存
在
し
た
こ
と
は
山
村
忌
寸
の
実
在
か
ら
否
定
さ
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
曰
佐
と
己
知
は
別
の
実
体
で
あ
り
、
同
一
の
存
在

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
山
村
の
地
名
を
共
有
す
る
百

済
系
の
曰
佐
の
氏
族
と
新
羅
系
の
己
知
の
氏
族
が
併
存
し
た
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
錯
綜
し
た
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
楢
曰
佐
氏
が
長
岡
忌
寸
を
賜
姓
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

長
岡
忌
寸
は
上
述
の
よ
う
に
、
新
羅
系
の
氏
族
と
さ
れ
る
が
、
も

と
は
己
知
で
は
な
く
、
曰
佐
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
上
記
の
己
知

の
氏
族
群
に
は
も
と
も
と
曰
佐
を
名
乗
る
氏
族
も
含
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
新
羅
系
の
曰
佐
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
山
村
己
知

も
お
そ
ら
く
山
村
曰
佐
と
も
呼
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
楢
曰

佐
氏
で
は
、
奈
羅
訳
語
恵
明
な
ど
、
幾
人
か
の
人
物
が
知
ら
れ
る

が
、す
べ
て
が
新
羅
系
の
渡
来
氏
族
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

楢
は
大
和
国
添
上
郡
楢
中
郷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

（1）
に

は
大
和
国
添
上
郡
の
曰
佐
と
あ
る
。
こ
れ
が
山
村
曰
佐
お
よ
び
楢
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曰
佐
を
さ
す
可
能
性
が
あ
り
、
同
じ
く
楢
曰
佐
に
も
、
百
済
系
・

新
羅
系
の
二
系
統
が
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
曰
佐
は
通
訳
の
職

掌
に
基
づ
く
称
号
で
あ
り
、
い
っ
ぽ
う
、
己
知
は
人
名
に
付
す
尊

称
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
曰
佐
集
団
の
、
特
に
新

羅
系
の
氏
族
群
が
己
知
の
尊
称
を
付
し
て
呼
ば
れ
た
こ
と
は
不
審

で
は
な
い
。
同
じ
く
、
名
に
曰
佐
を
も
つ
集
団
の
な
か
で
、
新
羅

系
の
氏
族
群
の
み
己
知
の
尊
称
を
付
し
て
称
さ
れ
た
と
理
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
複
雑
な
考
証
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、『
日

本
書
紀
』
の
記
事
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
の

（1）
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
り
、
山
村
曰
佐
氏
の
渡
来
を
示
し
、
山
村
に
百
済
系
の
曰
佐
集

団
が
存
在
し
た
こ
と
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
六
年
五
月
条
に
は
「
高
麗
人

頭
霧
唎
耶
陛
等
投
二
化
於
筑
紫
一
。
置
二
山
背
国
一
。
今
畝
原
・

奈
羅
・
山
村
高
麗
人
之
先
祖
也
」
と
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

高
麗
人
が
筑
紫
に
渡
来
し
、
山
背
国
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
畝
原
・
奈
羅
・
山
村
の
高
麗
人
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

畝
原
・
奈
羅
・
山
村
は
山
背
国
の
地
名
と
解
釈
す
る
の
自
然
か
も

し
れ
な
い
が
、
高
麗
人
を
山
背
国
に
置
い
た
が
、
そ
れ
が
さ
ら
に

移
住
な
ど
し
て
、
現
在
の
畝
原
・
奈
羅
・
山
村
の
高
麗
人
と
な
っ

た
と
、
山
背
国
と
切
り
離
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

畝
原
は
不
明
で
あ
る
が
、
奈
羅
・
山
村
は
は
や
り
、
こ
こ
ま
で
述

べ
て
き
た
大
倭
国
添
上
郡
の
地
名
を
想
起
さ
せ
る
。
山
背
国
に
は

久
世
郡
那
羅
郷
が
あ
る
（
八
幡
市
上
奈
良
・
下
奈
良
）。
前
述
の

よ
う
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
相
楽
郡
の
山
村
曰
佐
の
記
述
も
あ

る
が
、山
村
は
必
ず
し
も
山
背
国
の
地
名
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

奈
羅
・
山
村
と
は
大
和
国
の
可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
は
曰
佐
（
通
訳
）
で
あ
る
と
は
さ
れ
な
い
が
、
奈
良
・

山
村
に
居
住
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
も
や
は
り
曰
佐

集
団
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
10
）。

　

大
倭
国
の
楢
・
山
村
に
は
曰
佐
集
団
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は

出
自
に
よ
り
三
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

百
済
系
・
新
羅
系
・
高
句
麗
系
で
あ
る
。
も
う
一
度
、
要
約
し
て

お
く
。
百
済
系
の
曰
佐
集
団
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
皇
別
曰

佐
に
み
え
る
も
の
で
、
武
内
宿
祢
後
裔
氏
族
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ

は
後
次
的
な
出
自
伝
承
で
、
本
来
は
百
済
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。『
日
本
書
紀
』
欽
明
元
年
二
月
条
は
そ
の
渡
来
に
関
す
る
記

事
で
あ
る
。
木
・
上
・
下
・
調
曰
佐
も
お
そ
ら
く
近
い
関
係
に
あ
っ
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た
。
新
羅
系
の
曰
佐
集
団
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
諸
蕃
漢
己

智
と
そ
の
同
族
で
あ
り
、
特
に
新
羅
の
尊
称
で
あ
る
己
智
を
付
さ

れ
、
奈
良
時
代
後
半
に
は
長
岡
忌
寸
・
山
村
忌
寸
と
な
っ
た
。
高

句
麗
系
の
曰
佐
集
団
は
『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
六
年
五
月
条
に
み

え
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
確
に
曰
佐
で
あ
っ
た
と
す
る
史
料
は
存

在
し
な
い
。

　

さ
て
、
曰
佐
集
団
に
こ
の
よ
う
な
三
系
統
が
存
在
す
る
こ
と
の

理
由
は
、
朝
鮮
半
島
の
三
国
と
の
密
接
な
関
係
の
な
か
で
、
通
訳

の
職
務
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
曰
佐
集
団
は

特
定
の
場
所
に
集
住
し
、
同
じ
氏
の
名
（
楢
曰
佐
・
山
村
曰
佐
）

を
も
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
が
、
決
し
て
、
単
一
の
集
団
で
は
な

く
、
出
自
を
異
に
す
る
三
つ
の
集
団
か
ら
な
り
、
相
手
国
ご
と
に

担
当
者
が
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
百
済
・
新
羅
・

高
句
麗
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
言
語
を
用
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
比

較
的
整
っ
た
通
訳
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
　

二　

大
和
国
添
上
郡
の
曰
佐
集
団

　

前
節
に
お
い
て
、
主
に
大
和
国
添
上
郡
の
楢
・
山
村
の
曰
佐
集

団
を
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
も
含
め
て
、
居
住
地
に
着
目
し
て

改
め
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

　

大
和
国
添
上
郡
に
山
村
郷
・
楢
中
郷
が
あ
る
。
山
村
郷
は
現
奈

良
市
山
町
付
近
に
、楢
中
郷
は
現
天
理
市
楢
町
付
近
に
比
定
さ
れ
、

こ
の
点
に
つ
い
て
問
題
は
な
い（

11
）。
楢
町
に
は
楢
神
社
が
あ
り
、
ま

た
、
近
接
す
る
天
理
市
櫟
本
町
に
は
長
寺
跡
が
あ
る
。
現
在
は
高

良
神
社
が
あ
り
、境
内
に
薬
師
堂
が
残
る
。
延
久
二
（
一
〇
七
〇
）

年
の
興
福
寺
雑
役
免
帳
に
は
櫟
本
荘
の
内
部
に
「
長
寺
」
の
地
名

が
存
在
し
、
起
源
は
こ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
白
鳳
期
の
古
瓦
が
出
土
し
た（

12
）。
長
寺
の
存
在
は
楢
中
郷
に
曰

佐
集
団
が
居
住
し
た
こ
と
と
よ
く
合
致
す
る
。

　

山
村
曰
佐
氏
は
前
述
し
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
記
載
の
ほ
か
に

も
史
料
上
に
み
え
る
。
ま
た
、
山
村
己
知
氏
も
い
く
つ
か
の
史
料

に
み
え
る
が
、
山
村
郷
で
の
居
住
は
確
認
で
き
な
い
。
楢
曰
佐
・

楢
己
知
氏
も
い
く
つ
か
の
史
料
に
み
え
る
が
、
楢
中
郷
の
居
住
は

確
認
で
き
な
い
。
以
下
の
史
料
に
注
目
し
た
い
（
必
要
な
部
分
の

み
掲
出
）

　

（1）
天
平
一
四
（
七
四
二
）
年
一
一
月
一
五
日
中
臣
寺
三
綱
解

（
八
ー
一
三
五
）

　
　

淡
海
少
広
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右　

大
養
徳
国
添
上
郡
仲
戸
郷
於
美
里
戸
主
奈
良
許
知
伊
加

都
戸
口
淡
海
少
広

　

（2）
貢
進
仕
丁
歴
名
帳
（
丹
裹
文
書　

二
五
ー
九
三
）

　
　

仕
己
知
豊
国
年
卌
七
大
倭
国
添
上
郡
山
村
郷
戸
主
仕
己
知
虫
麻
呂
戸
口

　
　

八
島
白
麻
呂
年
十
六
大
倭
国
添
上
郡
資
母
郷
戸
主
八
島
麻
呂
戸
口

　
　
（
略
）

　
　
「
淡
海
人
足
年
十
九
大
倭
国
添
上
郡
楢
中
郷
戸
主
大
初
位
上
己
知
伊
香

豆
戸
口
」

　

（1）
に
よ
る
と
、
添
上
郡
仲
戸
郷
に
楢
己
知
氏
が
居
住
し
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

（2）
に
よ
る
と
、
山
村
郷
・
楢
中
郷
に
仕
己
知
・

己
知
氏
が
居
住
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
氏
に
つ
い
て

判
明
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
山
村
己
知
・
楢
己
知
氏
の

同
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
定
可
能
で
あ
る
。

　
『
和
名
抄
』
に
お
い
て
、
添
上
郡
は
山
村
郷
・
楢
中
郷
・
山
辺
郷
・

楊
生
郷
・
八
島
郷
・
大
岡
郷
・
春
日
郷
・
大
宅
郷
の
八
郷
か
ら
な

る
。
こ
の
う
ち
、

（2）
か
ら
山
村
・
楢
中
郷
は
奈
良
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
の
史
料
に
は
こ

の
八
郷
以
外
の
郷
名
が
登
場
す
る
。

　

ま
ず
、（1）

の
二
史
料
に
仲
戸
郷
と
資
母
郷
が
み
え
る
。
な
お
、

（2）
に
は
山
村
・
楢
中
お
よ
び
資
母
郷
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
併
存
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
に
以
下
の
事
例
が
あ
る
。

　

（3）
天
平
一
三
年
閏
三
月
七
日
右
京
職
移
（
東
南
院
三
ー
六
三
二

（
三（
）13
））

　
　

大
養
徳
国
添
上
郡
志
茂
郷
少
初
位
下
大
宅
朝
臣
賀
是
麻
呂

　

（4）
天
平
一
三
年
六
月
二
六
日
山
背
国
移
（
東
南
院
三
ー
六
三
二

（
二
））

　
　

彼
部
添
上
郡
師
毛
里
戸
主
少
初
位
下
大
宅
朝
臣
加
是
麻
呂

　

（5）
『
日
本
霊
異
記
』
上
一
〇
話

　
　

大
和
国
添
上
郡
山
村
中
里

　

（6）
寛
和
三
（
九
八
七
）
年
二
月
一
三
日
大
和
国
大
岡
中
郷
刀
祢

等
解
（『
平
安
遺
文
』
三
二
六
号
）

　
　

大
和
国
添
上
郡
大
岡
中
郷

　

（2）
の
資
母
郷
と

（3）

の
大
宅
朝
臣
可
是
麻
呂
の
本
貫
で
あ
っ

た
志
茂
（
師
毛
）
郷
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
楢
中
郷
に
は
中
の
文
字

が
含
ま
れ
る
が
、

（5）

か
ら
山
村
郷
・
大
岡
郷
も
山
村
中
・
大
岡

中
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、

（1）
は
こ
れ
ら
と
同
時
代
の
史
料
で
あ
る
が
、
別
文
書
で

あ
り
、
こ
こ
に
は
仲
戸
郷
が
あ
る
。
問
題
は

（1）
の
仲
戸
郷
と
中
の
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文
字
を
含
む
三
郷
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
前
後
関
係
で

と
ら
え
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（1）
の
仲
戸
郷
の
戸
主
奈
良
許

知
伊
加
都
と

（2）
の
楢
中
郷
の
戸
主
己
知
伊
香
豆
は
同
一
人
物
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
伊
加
都
の
移
住
を
想
定
し
な
い
限
り
、
仲
戸
郷

は
楢
中
郷
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
山
村
・
大
岡
の
中
の
文

字
も
仲
戸
郷
に
由
来
す
る
と
考
え
、
こ
の
三
郷
は
も
と
も
と
仲
戸

郷
で
あ
り
、そ
こ
か
ら
分
立
し
た
と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

（1）
は
仲
戸
郷
の
名
を
残
し
、
楢
中
郷
と
あ
る

（2）
は
分
立
後
の
状
況

を
示
す
で
あ
ろ
う
。
山
村
中
・
大
岡
中
郷
と
あ
る

（5）

は
平
安
時

代
の
も
の
で
あ
る
。『
和
名
抄
』
で
は
楢
中
郷
に
は
中
の
文
字
が

残
り
、
山
村
・
大
岡
郷
に
は
な
い
が
、
そ
れ
以
前
に
は
、
山
村
中
・

大
岡
中
の
よ
う
な
呼
称
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

仲
戸
郷
と
対
に
な
る
か
た
ち
で
資
母
（
志
茂
・
師
毛
）
郷
が
存

在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
史
料
を
見
る
と
、
そ
れ
が
大
宅
郷

と
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

（7）
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
一
一
月
三
日
大
宅
朝
臣
可
是
麻

呂
解
（
東
南
院
三
ー
六
三
三
号
）

　
　

大
倭
国
添
上
郡
大
宅
郷
戸
主
大
宅
朝
臣
可
是
麻
呂

　

（8）
天
平
勝
宝
二
年
五
月
一
七
日
大
宅
可
是
麻
呂
解（
東
南
院
三
ー

六
三
八
（
一
））

　
　

大
倭
国
添
上
郡
大
宅
郷
戸
主
大
宅
朝
臣
可
是
麻
呂

　

大
宅
可
是
麻
呂
の
居
住
地
に
変
化
が
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
天

平
一
四
年
か
ら
天
平
勝
宝
元
年
ま
で
の
間
に
志
茂
郷
が
大
宅
郷
に

改
称
さ
れ
た
こ
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、

（2）
に
は
山
村
・
楢
中
郷
と

資
母
郷
が
あ
り
、
資
母
郷
の
改
称
は
仲
戸
郷
の
分
割
に
や
や
遅
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
二
つ
の
現
象
は
仲
（
戸
）・
資
母
の
よ
う
な
対

に
な
る
郷
名
か
ら
山
村
・
楢
中
・
大
岡
・
大
宅
の
よ
う
な
個
別
的

な
名
に
な
っ
た
点
に
お
い
て
共
通
し
、
こ
の
よ
う
な
郷
の
再
編
が

行
わ
れ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
強
い
で
あ
ろ
う（

14
）。

　

和
田
萃（

15
）を
始
め
、
大
岡
郷
の
所
在
地
を
広
岡
（
現
奈
良
市
広
岡

町
）
に
求
め
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
私
見
に
基
づ

く
と
、
山
村
・
楢
に
近
接
し
な
い
の
で
問
題
が
残
る
。『
大
日
本

地
名
辞
書
』
は
櫟
本
村
に
あ
て
、
和
珥
が
分
れ
て
大
岡
・
山
村
の

二
郷
と
な
っ
た
と
推
定
す
る
。
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ

ち
ら
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
山
村
や
楢
の
付
近
の
東

方
の
丘
陵
が
大
岡
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
新
羅
系
の
楢
曰
佐
氏
は
長
岡
忌
寸
を
賜
姓
さ
れ
た
が
、
こ
の
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長
岡
も
や
は
り
同
じ
地
域
の
丘
陵
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る（

16
）。

　

岡
曰
佐
大
津
は
大
和
国
添
上
郡
人
で
あ
る
が
（
天
平
神
護
元

〈
七
六
五
〉
年
二
月
造
東
大
寺
司
移
案　

一
七
ー
五
）、
大
和
国
添

上
郡
に
お
い
て
岡
と
つ
な
が
る
地
名
は
大
岡
郷
が
も
っ
と
も
蓋
然

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
岡
曰
佐
氏
は
こ
こ
に
居
住
し
た
曰
佐
集

団
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
岡
郷
も
や
は
り
曰

佐
集
団
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。
岡
曰
佐
氏
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に

は
記
載
が
な
く
、
出
自
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
を
氏
名
に
含

む
己
知
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
倭
国
で
は
曰
佐
集
団
は
添
上
郡
山
村
・
楢

中
・
大
岡
郷
に
集
住
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　

三　

山
城
・
近
江
国
お
よ
び
北
陸
の
曰
佐
集
団

　

山
背
国
で
は
、
い
く
つ
か
の
居
住
地
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
ず
、
山
背
国
葛
野
郡
で
あ
る
。
天
平
一
四
（
七
四
二
）
年

一
二
月
一
三
日
高
橋
虫
麻
呂
優
婆
塞
貢
進
解
（
八
ー
一
五
四
）
に

は
山
背
国
葛
野
郡
橋
頭
郷
の
戸
主
秦
調
曰
佐
堅
万
呂
お
よ
び
戸
口

酒
人
の
名
が
見
え
る
。
橋
頭
郷
の
所
在
地
は
正
確
に
は
不
明
で
あ

る
が
、
葛
野
川
（
現
大
堰
川
）
沿
い
の
地
域
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。
正
倉
院
文
書
に
名
を
残
す
調
曰
佐
足
麻
呂
も
秦
調
曰

佐
氏
の
一
族
と
考
え
て
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
足
麻
呂
は
本

貫
は
河
内
国
石
川
郡
と
さ
れ
る
が
（
一
五
ー
一
三
三
）、
桴
領
と

し
て
丹
波
ー
葛
野
井
津
間
で
活
動
し
た（

17
）。

　

足
麻
呂
の
本
貫
が
河
内
国
石
川
郡
で
あ
っ
た
理
由
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
葛
野
郡
の
秦
調
曰
佐
氏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
調
行
呰
麻
呂
も
居
住
地
は
不
明
で
あ

る
が
、
同
族
で
あ
ろ
う
。『
新
撰
姓
氏
録
』
に
よ
る
と
、
調
曰
佐

は
百
済
国
人
努
理
使
主
の
後
裔
で
あ
り
、
百
済
系
の
曰
佐
集
団
で

あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
彼
は
『
古
事
記
』
仁
徳
の
磐
之
媛
の
説

話
に
も
登
場
す
る
が
（
表
記
は
奴
理
能
美
）、
そ
こ
に
は
そ
の
家

は
筒
木
（
綴
喜
）
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
新
撰
姓
氏
録
』

に
お
い
て
、
努
理
使
主
の
後
裔
と
す
る
氏
族
に
水
海
連
（
河
内
国

諸
蕃
百
済
）、
民
首
（
右
京
諸
蕃
百
済
・
山
城
国
諸
蕃
百
済
）
が

あ
り
、
近
江
国
と
の
関
連
を
暗
示
す
る
。
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、

近
江
国
に
は
大
友
民
曰
佐
氏
が
分
布
し
た
。

　

次
に
、
紀
伊
郡
に
着
目
し
た
い
。
前
掲
の
よ
う
に
、『
新
撰
姓

氏
録
』
山
城
国
諸
蕃
百
済
に
は
木
曰
佐
が
記
載
さ
れ
、
末
使
主
の
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同
祖
で
、
津
留
牙
使
主
の
後
裔
と
あ
る
。
木
曰
佐
の
名
は
曰
佐
集

団
が
後
次
的
に
紀
氏
の
同
族
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
佐
伯
有
清
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
紀
伊
郡
と
の
つ
な
が
り

を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
他
に
確
証
は
得
ら
れ
な
い

が
、
木
曰
佐
氏
は
紀
伊
郡
に
居
住
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
天

平
四
年
山
背
国
愛
宕
郡
郷
里
未
詳
計
帳
（
一
ー
五
二
三（

18
））
に
は
戸

主
川
造
石
弓
の
戸
と
し
て
上
曰
佐
氏
が
み
え
る
。
同
氏
が
愛
宕
郡

に
居
住
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
同
計
帳
の
な
か

で
四
名
の
み
で
あ
り
、
多
く
の
曰
佐
氏
が
居
住
し
た
わ
け
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
ご
と
く
、『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
上
曰

佐
は
河
内
国
諸
蕃
百
済
に
記
載
さ
れ
る
。
基
本
的
に
は
河
内
国
に

本
拠
を
も
つ
と
考
え
る
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

　

近
江
国
に
比
較
的
大
き
な
曰
佐
集
団
が
居
住
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
前
述
の
よ
う
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
野
洲
郡
に
曰
佐
が

居
住
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
続
日
本
紀
』
延
暦
六

（
七
八
七
）
年
七
月
一
七
日
条
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

右
京
人
正
六
位
上
大
友
村
主
広
道
・
近
江
国
野
洲
郡
人
正
六

位
上
大
友
民
曰
佐
竜
人
・
浅
井
郡
人
従
六
位
上
錦
曰
佐
周
興
・

蒲
生
郡
人
従
八
位
上
錦
曰
佐
名
吉
・
坂
田
郡
人
大
初
位
下
穴

太
村
主
真
広
等　

並
改
二
本
姓
一
賜
二
志
賀
忌
寸
一
。

　

近
江
国
野
洲
郡
に
は
大
友
民
曰
佐
氏
が
居
住
し
、
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
浅
井
郡
・
蒲
生
郡
に
も
曰
佐
氏
の
居
住
が
確
認
で
き
る
。

志
賀
忌
寸
は
も
と
も
と
大
友
村
主
、
穴
太
村
主
お
よ
び
大
友
民
・

錦
（
錦
部
）
の
曰
佐
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
日

本
後
紀
』
延
暦
一
八
年
三
月
六
日
条
に
は
、「
近
江
園
浅
井
郡
人

従
七
位
下
穴
太
村
主
真
杖
賜
二
姓
志
賀
忌
寸
一
」
と
あ
る
。
浅
井

郡
の
穴
太
村
主
に
も
志
賀
忌
寸
が
賜
姓
さ
れ
た
。『
新
撰
姓
氏
録
』

摂
津
国
諸
蕃
漢
で
は
志
賀
忌
寸
は
「
出
レ
自
二
後
漢
孝
献
帝
一
也
」

と
さ
れ
、
後
漢
孝
献
帝
の
後
裔
と
さ
れ
て
い
た
。

　

近
江
国
の
渡
来
人
、
特
に
東
漢
氏
系
の
漢
人
に
つ
い
て
、
山
尾

幸
久
・
大
橋
信
弥
の
研
究
が
詳
細
で
あ
る（

19
）。
そ
れ
ら
を
参
考
し
な

が
ら
、
曰
佐
の
分
布
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

栗
太
郡

　
　
　

近
江
国
栗
太
郡
木
川
郷
の
大
友
曰
佐
椋
麻
呂
（
丹
裹
文
書

　

二
五
ー
九
九
）。
長
岡
京
出
土
木
簡
に
「
曰
佐
舟
虫
」
の

人
名
が
み
え
る
が
、
そ
の
前
に
氏
の
名
と
し
て
地
名
な
ど
が

つ
く
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
（『
長
岡
京
木
簡
』
一　

九
六
号
）。
野
畑
遺
跡
は
近
江
国
庁
関
連
遺
跡
ま
た
は
勢
多
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荘
家
と
推
定
さ
れ
る
遺
跡
で
あ
る
が
、「
曰
佐
」
と
記
さ
れ

た
墨
書
土
器
が
出
土
し
た（

20
）。

　

滋
賀
郡

　
　
　

近
江
国
滋
賀
郡
錦
部
郷
の
大
友
曰
佐
田
麻
呂
・
真
須
良

（
一
三
ー
二
二
〇
）。
地
名
か
ら
み
て
、
穴
太
曰
佐
・
錦
部
曰

佐
も
そ
れ
ぞ
れ
滋
賀
郡
内
で
の
居
住
が
推
定
可
能
で
あ
る
。

大
友
曰
佐
は
同
郡
大
友
郷
、
錦
部
曰
佐
は
錦
部
郷
（『
和
名

抄
』）
の
地
名
に
よ
り
、
穴
太
は
『
和
名
抄
』
に
は
な
い
が
、

同
郡
に
穴
太
駅
が
存
在
し
た
（『
延
喜
式
』
兵
部
省
）

　

野
洲
郡

　
　
　

上
記
の『
新
撰
姓
氏
録
』・
志
賀
忌
寸
賜
姓
記
事
に
加
え
て
、

西
河
原
遺
跡
群
出
土
木
簡
に
野
洲
郡
馬
道
郷
に
お
け
る
大
友

行
氏
の
居
住
が
確
認
で
き
る（

21
）。

　

蒲
生
郡

　
　
　

志
賀
忌
寸
賜
姓
記
事
に
錦
曰
佐
が
見
え
る
ほ
か
、
近
江
国

蒲
生
郡
桐
原
郷
に
大
友
曰
佐
氏
の
存
在
が
確
認
で
き
る

（
三
ー
七
九
）。

　

神
崎
郡

　
　
　

平
城
宮
出
土
木
簡
に
近
江
国
甘
作
（
神
崎
）
郡
雄
諸
郷
に

大
友
行
氏
の
居
住
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（『
平
城
宮
木

簡
』
三　

三
一
九
八
号
）

　

浅
井
郡

　
　
　

志
賀
忌
寸
賜
姓
記
事
に
錦
曰
佐
氏
が
見
え
る
。

　

伊
香
郡

　
　
　
『
和
名
抄
』
に
よ
る
と
、
遠
佐
郷
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
曰

佐
集
団
の
居
住
か
ら
生
ま
れ
た
地
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

琵
琶
湖
の
東
側
を
中
心
に
広
範
に
曰
佐
集
団
が
分
布
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
山
尾
幸
久
は
志
賀
漢
人（

22
）と
称
さ
れ
た
近
江
国
南
部
の

漢
人
に
つ
い
て
、
穴
太
村
主
・
穴
太
史
・
穴
太
・
穴
太
野
中
史
、

大
友
村
主
・
大
友
曰
佐
・
大
友
・
大
友
民
曰
佐
・
大
友
但
波
史
族
・

大
友
桑
原
史
、
錦
部
村
主
・
錦
部
曰
佐
、
錦
部
、
槻
本
村
主
、
三

津
首
、
志
賀
史
の
姓
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
大
橋
信
弥
は

山
尾
の
見
解
を
継
承
し
、
中
心
と
な
る
勢
力
を
穴
太
村
主
、
大
友

村
主
、
錦
部
村
主
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し

て
、
槻
本
村
主
・
槻
本
連
か
ら
な
る
槻
本
村
主
の
グ
ル
ー
プ
と
三

津
首
の
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
る
。
山
尾
や
大
橋
は
村
主
姓
を
中
心
に

曰
佐
・
史
な
ど
の
姓
も
含
め
て
、
氏
名
の
共
通
す
る
氏
を
ま
と
め
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て
漢
人
集
団
と
把
握
す
る
。『
坂
上
系
図
』
の
漢
人
の
村
主
姓
の

氏
族
と
し
て
西
大
友
村
主
・
錦
部
村
主
が
み
え
、
大
友
・
錦
部
村

主
は
確
実
に
漢
人
集
団
で
あ
る
と
い
え
る
。こ
の
点
は
問
題
な
い
。

し
か
し
、
氏
の
名
が
共
通
す
る
曰
佐
・
史
な
ど
を
包
含
し
う
る
か

ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
山

尾
・
大
橋
と
も
に
、
特
に
論
証
を
加
え
て
は
い
な
い
。
氏
の
名
を

同
じ
く
す
る
点
や
同
時
に
志
賀
忌
寸
を
賜
姓
さ
れ
た
点
に
着
目
し

て
、
そ
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
記
載
を
確
認
し
て
み
る
と
、
村
主
姓
の
諸

氏
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

穴
太
村
主

　
　

右
京
未
定
雑
姓　

志
賀
穴
太
村
主　

後
漢
孝
献
帝
男
美
波
夜

王
之
後
也
。

　
　

山
城
国
未
定
雑
姓　

穴
太
村
主　
　

曹
氏
宝
徳
公
之
後
也
。

　

錦
部
村
主

　
　

右
京
諸
蕃
漢　
　
　

錦
織
村
主　

 

出
レ
自
二
韓
国
人
波
怒

志
一
也
。

　
　

山
城
国
諸
蕃
漢　
　

錦
部
村
主　

 

錦
織
村
主
同
祖
。
波
能

志
之
後
也
。

　

穴
太
村
主
氏
に
は
志
賀
忌
寸
と
同
じ
く
後
漢
孝
献
帝
に
出
自
を

求
め
る
も
の
が
あ
る
が
、
も
う
一
つ
、「
曹
氏
宝
徳
公
」
の
後
裔

と
す
る
も
の
が
あ
り
、
錦
部
村
主
氏
は
「
韓
国
人
」
と
さ
れ
る
人

物
の
後
裔
で
あ
る
。
ま
た
、
大
友
村
主
氏
の
記
載
は
存
在
し
な
い

が
、河
内
国
未
定
雑
姓
大
友
史
は
「
百
済
国
人
白
猪
奈
世
之
後
也
」

と
さ
れ
、
大
友
村
主
氏
も
百
済
国
人
の
後
裔
と
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

後
漢
孝
献
帝
に
出
自
を
求
め
る
志
賀
穴
太
村
主
氏
は
お
そ
ら
く

志
賀
忌
寸
を
賜
姓
さ
れ
た
穴
太
村
主
氏
に
近
い
存
在
で
あ
ろ
う
。

『
坂
上
系
図
』
に
よ
る
と
、
七
姓
の
漢
人
の
う
ち
、
段
姓
の
一
族

は
高
向
村
主
・
高
向
史
・
高
向
調
使
・
評
首
・
民
使
首
の
諸
氏
で

あ
り
、『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
民
使
首
は
「
宝
徳
公
之
後
也
」
と

あ
る
。
穴
太
村
主
氏
は
東
漢
氏
の
な
か
で
も
七
姓
の
漢
人
の
後
裔

で
あ
っ
た
。
錦
部
村
主
氏
に
後
漢
の
皇
帝
の
後
裔
と
す
る
も
の
は

な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
錦
部
村
主
氏
が
志
賀
忌
寸
賜
姓
の
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
志
賀
忌
寸
賜
姓
に

よ
っ
て
、後
漢
の
皇
帝
に
つ
な
が
る
系
譜
が
出
現
し
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
お
そ
ら
く
東
漢
氏
の
祖
阿
知
使
主
自
身
が
漢
に
結
び
つ
け

ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
（
七
八
五
）
年
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六
月
一
〇
日
条
の
坂
上
苅
田
麻
呂
ら
の
上
表
に
は
「
臣
等
本
是
後

漢
霊
帝
之
曽
孫
阿
智
王
之
後
也
」
と
あ
り
、
坂
上
系
図
で
は
阿
知

使
主
は
漢
の
高
祖
の
後
裔
で
あ
る（

23
）。
渡
来
説
話
に
よ
る
と
、
村
主

姓
の
氏
は
阿
知
使
主
の
本
郷
の
人
民
で
あ
り
、
阿
知
使
主
の
一
族

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
村
主
姓
の
氏
族
が
後
漢
孝
献
帝
の
後

裔
と
称
し
た
の
は
後
次
的
に
形
成
さ
れ
た
系
譜
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。
韓
国
人
あ
る
い
は
百
済
人
の
後
裔
と
す
る
系
譜
が
よ
り
古
い

段
階
で
の
系
譜
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
曰
佐
集
団
の
な
か
で
も
、
志
賀
忌
寸
賜
姓
の
対
象

と
な
っ
た
一
族
は
後
漢
孝
献
帝
の
後
裔
と
す
る
系
譜
を
も
つ
に

至
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
は
武
内
宿
祢
の
後
裔
と
す
る

系
譜
お
よ
び
百
済
に
出
自
を
求
め
る
系
譜
を
有
し
た
と
思
わ
れ

る
。

　

漢
人
と
曰
佐
集
団
を
対
象
と
す
る
志
賀
忌
寸
賜
姓
は
両
者
が
近

し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
し
か
し
、
も
と
は
同

じ
く
渡
来
人
で
あ
る
が
、
異
な
る
系
譜
を
有
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
瑣
末
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
漢
人
が
志
賀
を
本
拠

と
し
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』

に
よ
る
と
、
曰
佐
集
団
は
野
洲
郡
を
本
拠
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
彼
ら
の
氏
名
も
や
は
り
滋
賀
郡
の
地
名
に
基
づ
き
、
村
主
姓

の
漢
人
と
同
一
な
の
で
あ
る
が
、
も
と
は
居
住
地
の
違
い
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
。
以
上
、
近
江
国
の
曰
佐
集
団
は
志
賀
漢
人

の
一
部
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

北
陸
道
の
若
狭
・
越
前
国
で
も
曰
佐
集
団
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

越
前
国
敦
賀
郡
伊
部
郷
ー
秦
曰
佐　

神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）

年
二
月
一
一
日
越
前
国
司
解
（
五
ー
六
一
一
）

　

若
狭
国
三
方
郡
耳
里
ー
秦
曰
佐　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
』
一
九　

二
二
ペ
ー
ジ
下

　

若
狭
国
遠
敷
郡
遠
敷
郷
ー
秦
曰
佐　
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土

木
簡
概
報
』
三
三　

一
三
ペ
ー
ジ
下

　

秦
曰
佐
氏
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
な
い
が
、
秦
氏
と
同
族
関

係
に
あ
る
曰
佐
集
団
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　

四　

曰
佐
集
団
の
編
成

　

基
本
的
に
曰
佐
集
団
は
欽
明
期
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
す
で
に
、
掲
出
し
た
史
料
ば
か
り
で
あ
る
が
、
百
済
系

の
曰
佐
集
団
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
皇
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別
曰
佐
に
は
欽
明
期
の
渡
来
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る

の
が
『
日
本
書
紀
』
欽
明
元
（
五
四
〇
）
年
二
月
条
の
百
済
人
の

渡
来
記
事
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
同
二
六
年
五
月
条

の
高
麗
人
の
渡
来
記
事
も
曰
佐
集
団
と
関
わ
り
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
主
に
欽
明
期
に
渡
来
し
た
人
物
を
中
心
に
、
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
三
か
国
の
曰
佐
集
団
を
編
成
し
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
該
期
は
対
外
関
係
に
お

け
る
大
き
な
画
期
で
あ
っ
た
。
高
句
麗
の
圧
迫
に
よ
り
五
三
八
年

に
都
を
熊
津
か
ら
泗
沘
に
遷
し
た
百
済
が
、
南
進
を
始
め
、
大
伽

耶
連
合
と
衝
突
し
、
さ
ら
に
新
羅
も
伽
耶
南
部
に
侵
攻
を
開
始
し

た
。
そ
の
結
果
、
五
六
二
年
に
大
伽
耶
が
新
羅
に
併
呑
さ
れ
た
。

こ
れ
が
『
日
本
書
紀
』
で
は
任
那
滅
亡
と
さ
れ
る
で
き
ご
と
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
前
後
に
難
波
津
に
お
い
て
館
・
大
郡
・
小
郡
と

い
っ
た
施
設
が
整
備
さ
れ
た
（
24
）。
曰
佐
集
団
の
設
置
が
こ
の
よ
う
な

対
外
関
係
に
お
け
る
制
度
的
整
備
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易

に
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

山
尾
幸
久
は
漢
人
の
近
江
国
移
住
に
つ
い
て
、
六
世
紀
後
半
に

高
句
麗
と
の
国
交
が
は
じ
ま
り
、
敦
賀
津
な
ど
日
本
海
側
と
泉
津

を
結
ぶ
国
家
的
な
交
通
・
通
信
路
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
を
守
る
た

め
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
本
稿
は
漢
人
を
主
な
対
象
と
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
漢
人
の
問
題
は
保
留
し
た
い
が
、
山
尾
の
指

摘
す
る
交
通
路
が
曰
佐
集
団
と
密
接
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。曰
佐
集
団
の
主
要
な
居
住
地
を
概
観
す
る
と
、

大
和
か
ら
、山
城
（
紀
伊
郡
あ
る
い
は
愛
宕
郡
）、近
江
国
南
東
部
、

若
狭
・
越
前
と
、
北
陸
地
方
へ
つ
な
が
る
一
つ
の
ル
ー
ト
を
示
唆

す
る
。
特
に
大
和
と
北
陸
地
方
を
結
ぶ
交
通
路
と
の
結
び
つ
き
は

明
確
で
あ
り
、
そ
れ
が
山
尾
の
指
摘
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
高
句

麗
と
の
交
渉
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。

　

大
和
国
添
上
郡
の
曰
佐
集
団
は
都
に
も
っ
と
も
近
接
し
、
曰
佐

集
団
の
中
核
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
欽
明
天

皇
ー
磯
城
島
金
刺
宮
、
敏
達
ー
訳
語
田
幸
玉
宮
、
用
明
天
皇
ー
磐

余
池
辺
双
槻
宮
と
天
皇
の
宮
に
必
ず
し
も
近
い
と
は
い
え
ず
、
な

ぜ
こ
の
付
近
に
居
住
し
た
の
か
や
や
不
審
で
も
あ
る
。
ま
た
、
管

見
の
限
り
で
は
、
難
波
地
域
に
お
け
る
曰
佐
集
団
の
存
在
は
希
薄

で
あ
り
、
彼
ら
が
難
波
地
域
で
活
発
な
活
動
を
行
っ
た
と
は
思
え

な
い
。
な
ぜ
、
難
波
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
な
く
、
北
陸
地
方
へ

の
交
通
路
と
対
応
す
る
か
た
ち
で
曰
佐
集
団
が
配
置
さ
れ
た
か
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は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
明
確
な
答
え
を
持
て
な
い
で
い
る
。
曰
佐

集
団
の
分
布
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
課
題
も
あ
り
、
今
後
、
考
え

て
い
き
た
い
。

　

さ
て
、
曰
佐
集
団
の
居
住
地
は
秦
氏
の
そ
れ
と
重
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る（

25
）。
山
背
国
の
葛
野
郡
と
紀
伊
郡
が

秦
氏
の
有
力
な
拠
点
で
あ
る
こ
と
は
、改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

葛
野
大
堰
は
秦
氏
の
造
営
し
た
施
設
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
太
秦

の
地
名
は
秦
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。『
日
本

書
紀
』欽
明
即
位
前
紀
に
は
欽
明
の
若
き
日
に
で
き
ご
と
と
し
て
、

「
山
背
国
紀
伊
郡
深
草
里
」
に
居
住
し
た
秦
大
津
父
に
ま
つ
わ
る

説
話
が
収
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
愛
宕
郡
の
曰
佐
氏
は
そ
れ
ほ
ど
有

力
な
集
団
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
郡
と
秦
氏
の
結
び

つ
き
は
、
岸
俊
男
の
研
究
（
注
18
論
文
）
に
よ
っ
て
詳
細
に
示
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
郷
里
未
詳
計
帳
の
戸
主
の
氏
名
の
な
か

に
秦
人
広
幡
・
秦
倉
人
・
秦
氏
が
み
え
、
ま
た
、
紀
伊
郡
の
深
草

と
葛
野
郡
の
太
秦
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
秦
氏
や
そ
の
他
の
氏

族
の
名
も
見
え
、
秦
氏
や
そ
の
同
族
が
愛
宕
郡
内
へ
浸
透
し
、
定

着
し
て
い
た
と
い
う
。

　

近
江
国
で
は
お
そ
ら
く
滋
賀
郡
や
野
洲
郡
を
中
心
に
、栗
太
郡
、

蒲
生
郡
、
神
崎
郡
、
浅
井
郡
、
伊
香
郡
な
ど
、
湖
東
・
湖
北
地
方

を
中
心
に
曰
佐
集
団
が
分
布
す
る
が
、
秦
氏
の
な
か
で
愛
智
郡
を

本
拠
と
す
る
依
智
秦
氏
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
主
要
な
郡
司
を
ほ

ぼ
独
占
し
た
、
近
江
国
の
な
か
で
も
有
力
な
氏
族
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
若
狭
国
で
は
、
遠
敷
郡
を
中
心
に
秦
人
・
秦
勝
氏
が
居
住
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
郡
に
は
秦
を
氏
名
に
も
つ
曰
佐
氏
（
秦
曰

佐
氏
）
が
居
住
し
た
。
越
前
国
で
も
坂
井
郡
・
足
羽
郡
・
大
野
郡
・

丹
生
郡
・
敦
賀
郡
に
秦
・
秦
井
手
・
秦
人
部
・
秦
下
氏
が
居
住
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
播
磨
国
で
も
新
羅
系
の
曰
佐
集
団
で
あ
る
己
知
氏
と

秦
氏
の
関
係
は
密
接
で
あ
る
。
播
磨
国
に
は
飾
磨
郡
巨
智
郷
が
あ

り
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

　
　

右　

巨
智
等　

始
屋
二
居
此
村
一　

故
因
為
レ
名
。
所
三
以

云
二
草
上
一
者　

韓
人
山
村
等
上
祖
柞
巨
智
賀
那　

請
二
此

地
一
而
墾
レ
田
之
時　

有
二
一
聚
草
一　

其
根
尤
臭　

故
号
二

草
上
一

　

巨
智
里
の
名
称
は
巨
智
が
居
住
し
た
こ
と
に
由
来
し
、
そ
れ
は

具
体
的
に
は
韓
人
山
村
ら
の
上
祖
の
柞
巨
智
賀
那
で
あ
っ
た
。「
韓

人
山
村
」
と
は
、
そ
の
ま
ま
の
個
人
名
で
は
な
く
、
韓
人
で
あ
る
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山
村
の
意
味
で
、
山
村
己
知
氏
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
柞
巨
智
賀
那

は
楢
己
知
氏
の
一
族
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
和
添
上
郡
の

己
知
が
こ
の
地
に
移
住
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
調
庸
墨
書
銘
に
は
己
智
郷
の
「
己
智
田
主
」
の
人
名

が
見
え
る（

26
）。
播
磨
国
で
は
赤
穂
郡
に
秦
氏
の
大
き
な
分
布
が
あ
る

が
、
賀
茂
・
飾
磨
・
揖
保
郡
に
も
存
在
す
る
。
飾
磨
郡
で
は
秦
（
因

達
郷
）
が
確
認
で
き
、
揖
保
郡
で
は
秦
田
村
君
・
少
宅
秦
公
（
小

宅
郷
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
も
曰
佐
集
団
と
秦
氏
の
分
布
が

重
な
る
。

　

な
お
、
平
野
邦
雄
（
注
8
論
文
）
は
秦
田
村
君
有
磯
を
楢
己
知

蟻
羽
と
同
一
人
物
と
し
て
、
秦
氏
と
己
知
の
関
係
を
論
じ
た
が
、

大
平
聡（

27
）の
批
判
が
あ
り
、
両
者
が
別
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
秦
を
氏
名
に
も
つ
曰
佐
集
団
も
存
在
し
た
。
こ
れ
も

く
り
返
し
に
な
る
が
、
山
背
国
葛
野
郡
の
秦
調
曰
佐
氏
や
若
狭
国

三
方
郡
・
遠
敷
郡
お
よ
び
越
前
国
敦
賀
郡
秦
曰
佐
氏
で
あ
る
。
彼

ら
は
擬
制
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
秦
氏
の
同
族
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
曰
佐
集
団
の
分
布
状
況
か
ら
、
曰
佐
集
団
の
設
置

や
そ
の
業
務
の
執
行
が
秦
氏
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
行
わ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
可
能
に
な
る
。
秦
氏
は
、
技
術
に
優

れ
た
、
在
地
的
な
豪
族
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う

な
中
央
政
府
の
外
交
機
能
の
一
端
を
担
っ
て
も
い
た
の
で
あ
る（

28
）。

　

さ
ら
に
、
曰
佐
集
団
が
本
来
的
な
通
訳
の
役
割
と
と
も
に
交
通

や
流
通
の
活
動
に
も
従
事
し
た
ら
し
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

ず
、
調
曰
佐
足
麻
呂
は
山
背
国
の
葛
野
大
堰
周
辺
で
材
木
の
運
送

に
従
事
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
彼
に
血
縁
的
に
も
近
し
い
と
思
わ

れ
る
の
が
調
曰
佐
呰
万
呂
で
あ
る
。
呰
万
呂
は
東
大
寺
写
経
所
に

勤
務
し
た
が
、
天
平
宝
字
六
（
七
六
二
）
年
一
二
月
に
は
二
部
大

般
若
経
書
写
（
29
）に
あ
た
り
、
財
源
と
し
て
の
調
綿
を
受
け
取
り
売
却

し
、
ま
た
、
売
却
時
の
使
と
な
っ
た（

30
）。
こ
の
書
写
事
業
は
当
時
の

流
通
経
済
の
実
態
を
示
す
史
料
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
多
く
の
人

物
が
調
綿
の
売
却
を
行
っ
た
が
、
彼
ら
は
基
本
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の

流
通
経
済
と
の
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
売
却
を
行
っ
た
と
さ
れ

る
。
曰
佐
真
月
は
石
山
寺
造
営
時
の
い
わ
ゆ
る
雑
様
手
実
の
一
点

で
あ
る
天
平
宝
字
六
年
八
月
九
日
解
（
五
ー
二
六
一
）
に
名
が
み

え
、
勢
多
か
ら
宇
治
ま
で
の
石
山
寺
造
営
の
残
材
回
漕
を
請
け

負
っ
た
。
こ
の
文
書
の
署
名
者
は
真
月
の
ほ
か
、
土
師
石
国
・
民
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鎰
麻
呂
・
但
波
清
成
で
あ
り
、
彼
ら
が
集
団
で
残
材
回
漕
を
請
け

負
っ
た
の
で
あ
る
。
曰
佐
真
月
は
瀬
田
・
宇
治
川
の
水
運
に
関
わ

り
を
持
つ
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
居
住
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
近

江
国
の
石
山
寺
周
辺
、
あ
る
い
は
山
背
国
紀
伊
郡
が
も
っ
と
も
蓋

然
性
が
強
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
確
定
は
で
き
な
い
。
長

距
離
交
易
に
従
事
し
た
人
物
と
し
て
著
名
な
楢
磐
島
（『
日
本
霊

異
記
』
中
二
四
話
）
も
問
題
と
な
る
が
、
今
後
、
検
討
し
て
み
た

い
。

　

彼
ら
の
八
世
紀
中
葉
の
活
動
が
ど
の
程
度
、
も
と
も
と
の
曰
佐

集
団
の
職
務
に
由
来
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
曰
佐
集
団
の
職

務
を
広
く
外
国
使
節
と
の
交
渉
全
般
と
と
ら
え
る
と
、
後
世
に
お

け
る
交
通
と
の
関
連
は
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
曰
佐
集
団
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
解
明
す
べ
く
、
論
を

進
め
て
き
た
。
結
論
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

（1）
曰
佐
集
団
は
百
済
系
・
新
羅
系
・
高
句
麗
系
の
出
自
を
も
つ

三
つ
の
集
団
か
ら
な
り
、
朝
鮮
三
国
そ
れ
ぞ
れ
と
の
間
で
通

訳
の
職
務
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
和
で
は
楢
・
山

村
に
集
住
し
、同
じ
氏
の
名
（
楢
曰
佐
・
山
村
曰
佐
）
を
も
っ

て
い
た

　

（2）
曰
佐
集
団
の
う
ち
、
新
羅
系
の
集
団
は
曰
佐
の
姓
を
持
っ
た

が
、
己
知
の
尊
称
を
付
し
て
呼
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

（3）
曰
佐
集
団
の
主
な
居
住
地
は
大
和
国
添
上
郡
（
山
村
郷
・
楢

中
郷
）
や
山
背
国
葛
野
郡
・
紀
伊
郡
、
近
江
国
東
部
、
若
狭
・

越
前
国
な
ど
で
あ
り
、
日
本
海
側
と
大
和
を
結
ぶ
交
通
路
に

そ
っ
て
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
難
波
や
瀬
戸

内
海
沿
岸
地
域
に
は
あ
ま
り
分
布
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

（4）
曰
佐
集
団
は
欽
明
期
に
整
備
さ
れ
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
い

わ
ゆ
る
任
那
滅
亡
（
新
羅
に
よ
る
伽
耶
地
域
の
併
呑
）
に
象

徴
さ
れ
る
、
対
外
関
係
の
激
動
を
背
景
と
す
る
外
交
に
関
わ

る
制
度
的
整
備
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　

（5）
曰
佐
集
団
の
分
布
と
秦
氏
の
分
布
は
重
な
り
、
秦
を
氏
の
名

に
持
つ
曰
佐
が
存
在
す
る
な
ど
、
曰
佐
集
団
は
秦
氏
の
支
配

下
に
あ
り
、
職
務
の
執
行
は
秦
氏
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら

行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

（6）
曰
佐
集
団
は
本
来
的
な
通
訳
の
役
割
と
と
も
に
交
通
や
流
通
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の
活
動
に
も
従
事
し
た
ら
し
い
。
こ
の
点
は
奈
良
時
代
の
曰

佐
姓
の
人
物
の
活
動
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

以
上
で
あ
る
。

　

曰
佐
集
団
の
活
動
の
内
容
は
も
と
よ
り
、
対
外
関
係
に
お
け
る

北
陸
地
方
の
意
義
や
秦
氏
と
の
関
係
の
具
体
相
な
ど
、
さ
ら
に
問

題
と
す
べ
き
点
は
多
い
が
、
曰
佐
に
関
わ
る
基
礎
的
な
論
点
は
提

示
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
諸
課
題
に
つ
い
て
は
今
後

に
期
し
た
い
。

　　
　

注

　
　
（
1
）『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）』
一
五
巻
一
三
三
ペ
ー
ジ
の
意
。

以
下
、
正
倉
院
文
書
の
出
典
表
記
は
こ
れ
に
よ
る
。

　
　
（
2
）
呰
麻
呂
は
天
平
二
〇
年
上
日
帳
で
は
調
曰
佐
呰
万
呂
（
一
〇
ー

三
五
六
）、
勝
宝
元
年
上
日
帳
・
二
年
上
日
帳
で
は
調
行
呰
麻

呂
（
三
ー
二
九
三
、四
五
一
）。
大
名
は
天
平
二
〇
年
上
日
帳

で
は
錦
部
曰
佐
大
名
（
一
〇
ー
三
六
七
）、
天
平
勝
宝
元
年
上

日
帳
・
二
年
上
日
帳
・
四
年
上
日
帳
で
は
錦
部
行
大
名
（
三
ー

二
八
五
・
四
二
九
・
一
二
ー
三
六
五
）。

　
　
（
3
）
遠
山
美
都
男
「
日
本
古
代
の
訳
語
と
通
事
」（『
歴
史
評
論
』

五
七
四　

一
九
九
八
年
）、
崎
村
弘
文
「
古
代
語
ヲ
サ
（
長
・

通
訳
）
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
語
国
文
薩
摩
路
』
五
四　

二
〇
一
〇
年
）
な
ど

　
　
（
4
） 

太
田
『
日
本
上
代
社
会
組
織
の
研
究
』（
邦
光
書
房　

一
九
五
五

年
）　

四
編
一
二
章
三
節
）・
佐
伯
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』。

以
下
、
両
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
れ
ら
に
よ
る
。

　
　
（
5
）
堀
池
「
佐
井
寺
僧
道
薬
墓
誌
に
つ
い
て
」（
同
『
南
都
仏
教
史

の
研
究
下
諸
寺
編
』〈
法
蔵
館　

一
九
八
二
年
〉　

初
出

一
九
六
一
年
）

　
　
（
6
）
白
井
「
大
和
国
添
上
郡
櫟
本
村
の
高
良
神
社
と
長
寺
」（『
皇

学
館
論
叢
』
三
四

－

二　

二
〇
〇
一
年
）

　
　
（
7
）
藤
井
「
古
代
大
和
国
添
上
郡
の
郡
司
氏
族
」（『
史
泉
』
九
九

　

二
〇
〇
四
年
）

　
　
（
8
）
平
野
邦
雄
「
秦
氏
の
研
究
」（『
史
学
雑
誌
』
七
〇
ー
三
・
四　

一
九
六
一
年
）

　
　
（
9
）
な
お
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
一
〇
（
八
四
三
）
年
一
二
月
一

日
条
で
は
奈
良
己
智
氏
の
先
祖
を
百
済
国
人
と
す
る
が
、
こ

れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

推
測
す
る
。

　
　
（
10
）『
新
撰
姓
氏
録
』（
右
京
諸
蕃
高
麗
）
に
よ
る
と
、
長
背
連
は

高
麗
国
主
鄒
牟
（
朱
蒙
）
の
後
裔
で
、
欽
明
期
に
渡
来
し
、

体
格
に
よ
り
長
背
王
の
名
を
与
え
ら
れ
た
。
欽
明
期
に
渡
来

し
た
高
句
麗
系
の
集
団
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
上
記
の
高
麗
人

と
同
じ
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
（
11
）
太
田
亮
は
奈
良
は
大
地
名
で
、
山
村
は
そ
の
な
か
の
小
地
名

と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
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（
12
）
白
井
注
6
論
文

　
　
（
13
）『
大
日
本
古
文
書
〈
家
わ
け
一
八
東
大
寺
文
書
三
〉
東
南
院
文

書
三
』
の
六
三
二
（
三
）
号
文
書
の
意
。
以
下
、
東
南
院
文

書
の
出
典
表
記
は
こ
れ
に
よ
る
。

　
　
（
14
）
再
編
の
時
期
を
厳
密
に
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
郷

里
制
の
廃
止
後
ま
も
な
く
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
そ
れ

と
関
連
す
る
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
さ

ら
に
考
え
て
み
た
い
。

　
　
（
15
）
和
田
「
遷
都
以
前
」（
直
木
孝
次
郎
編
『
古
代
を
考
え
る
奈
良
』

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
年
）

　
　
（
16
）『
日
本
書
紀
』
垂
仁
二
五
年
三
月
一
〇
日
条
に
は
、
大
倭
大
神

を
穴
磯
邑
に
神
地
を
定
め
、
大
市
長
岡
岬
に
祀
っ
た
と
す
る

説
話
が
あ
る
。
長
岡
岬
の
場
所
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
大
市
は
箸
墓
の
周
辺
と
推
定
さ
れ
る
。
三
輪
山
周

辺
の
東
側
の
丘
陵
を
あ
る
程
度
広
く
長
岡
と
呼
ん
だ
可
能
性

は
あ
り
、
そ
れ
が
岡
曰
佐
や
長
岡
忌
寸
の
名
の
由
来
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
（
17
）
調
曰
佐
足
麻
呂
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
鷺
森
「
凡
そ
事
の

参
差
に
多
く
詐
事
あ
り
」（『
日
本
文
化
史
研
究
』
四
七　

二
〇
一
六
年
）
で
論
じ
た
。

　
　
（
18
）
岸
俊
男
「
山
背
国
愛
宕
郡
考
」（
同
『
日
本
古
代
文
物
の
研
究
』

〈
塙
書
房　

一
九
八
八
年
〉　

初
出
一
九
七
八
年
）
は
錦
部
郷

あ
る
い
は
粟
田
郷
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
当
該
論
文
が
愛
宕

郡
に
関
す
る
基
本
的
な
研
究
で
あ
る
。

　
　
（
19
）
山
尾
「
近
江
大
津
宮
と
志
賀
漢
人
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

七
六　

一
九
九
三
年
）。
以
下
、
同
氏
の
見
解
は
す
べ
て
こ
の

論
文
に
よ
る
。
大
橋「
近
江
に
お
け
る
渡
来
氏
族
の
研
究
」（
同

『
古
代
豪
族
と
渡
来
人
』〈
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
四
年
〉　

初

出
一
九
九
五
年
）・「
大
友
曰
佐
と
安
吉
勝
氏
」（
同
書　

初
出

一
九
九
八
年
）。

　
　
（
20
）
浜
修
「
古
代
遺
跡
と
出
土
文
字
資
料
」（『
滋
賀
県
文
化
財
保

護
協
会
紀
要
』
九　

一
九
九
六
年
）

　
　
（
21
）『
木
簡
研
究
』
三
三
・『
日
本
古
代
木
簡
選
』

　
　
（
22
）『
日
本
書
紀
』
推
古
一
六
（
六
〇
八
）
年
九
月
一
一
日
条
に
「
志

賀
漢
人
慧
隠
」
と
あ
り
、
こ
の
段
階
で
志
賀
漢
人
の
名
称
が

存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
（
23
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
（
八
三
七
）
年
二
月
一
七
日
条
（
永

野
忌
寸
）、
承
和
四
年
三
月
五
日
条
（
槻
本
連
）、
承
和
四
年

一
二
月
四
日
条
（
志
賀
史
・
錦
部
村
主
・
大
友
村
主
）
に
よ

る
と
、
こ
の
頃
に
は
漢
献
帝
の
後
裔
と
さ
れ
た
多
く
の
漢
人

が
確
認
で
き
る
。
後
漢
の
皇
帝
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
系
譜
が

拡
大
を
続
け
た
様
相
が
う
か
が
え
る
。

　
　
（
24
）
鷺
森
「
難
波
と
大
和
王
権
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
四
一
二　

二
〇
一
四
年　

実
際
の
刊
行
は
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
、

難
波
の
状
況
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
　
（
25
）
以
下
、
秦
氏
の
分
布
な
ど
に
つ
い
て
、
加
藤
謙
吉
『
秦
氏
と

そ
の
民
』（
白
水
社　

一
九
九
八
年
）
を
参
照
し
た
。

　
　
（
26
）『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文　

九
四
号
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（
27
）
大
平
「『
三
人
』
の
写
経
生
」（『
桐
朋
学
園
大
学
研
究
紀
要
』

一
三　

一
九
八
七
年
）

　
　
（
28
）『
日
本
書
紀
』
垂
仁
三
年
三
月
条
に
あ
る
天
日
槍
説
話
は
、
最

初
、
播
磨
に
停
泊
し
た
天
日
槍
が
諸
国
の
歴
視
を
思
い
立
ち
、

菟
道
河
を
さ
か
の
ぼ
り
、
近
江
国
吾
名
邑
に
し
ば
ら
く
住
み
、

若
狭
国
を
経
て
但
馬
国
に
至
り
定
住
し
た
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
説
話
と
秦
氏
の
関
係
に
つ
い
て
す
で
に
指
摘
が
あ

る
が
、
曰
佐
（
己
知
）
と
も
深
い
連
関
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
　
（
29
）
こ
の
書
写
事
業
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
市
川
理
恵
「
二

部
大
般
若
経
写
経
事
業
の
財
政
そ
の
運
用
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

二
二
六　

二
〇
一
一
年
）

　
　
（
30
）
売
却
用
の
綿
一
二
〇
屯
を
受
け
取
り
（
売
料
綿
下
帳　

一
六
ー
七
四
・
七
五
、
雑
物
収
納
并
下
用
帳　

一
六
ー
九
〇
）、

使
と
な
っ
た
事
例
が
二
例
あ
り
（
売
料
綿
并
用
度
銭
下
帳　

一
六
ー
七
九
・
八
一
）、
ま
た
、
交
易
綿
を
購
入
し
た
事
例
も

あ
る
（
同　

一
六
ー
八
〇
）




